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諦めずに試行錯誤する力を身に付けさせるために、まだやったことがないやり方を探して試してみるという方法を習得させていき

ました。子供たち自身で取り組む方法を選択しながら学びを進める時間を設定することで、自分たちの学び方を調整しながら、「やっ

てみようシート」を使って多様なやり方で課題解決に向けて粘り強く取り組んでいけるようにしました。

もっともっと面白い音楽にするために音を変えてみよう

【見通し】 【行動】 【振り返り】

「何でどこを叩くか」 子供たちは、どんな音色が

を考えて発表し、それ 出せるかを探したり、他のグ

を学級全体で模倣して ループの様子を見に行ったり

リズムを打つ音遊びを して様々な音色を見付け、そ

行いました。身体や身 れを実際に使って「たんうん

の回りの物を使って出 ミュージック」をやってみるなど、自分たちで取り組む方 自分や友達が本時にでき

せる様々な音色の面白さに気付かせ、 法を選択しながら学びを進めていきました。また、各グル たことをグループで発表し

本題材で取り組んでいる、リズムを即 ープにある端末から見られるようにしている「やってみよ 合い、自分の学びを捉えら

興的に打ちながらペアでリレーをして うシート」には、子供たちが新たに見付けた音の出し方を れるようにしました。全体

つないでいく「たんうんミュージック」 教師がその都度追記・反映し、確認できるようにすること 交流では、取り組む順番を

に生かすことでも で、まだ誰もやっていない工夫を考えたり、他のグループ 自分たちで選択して取り組

っと面白い音楽に が見付けた工夫を真似してやって んだり、諦めずに試行錯誤

したいという思い みたりするなど、まだやったこと する方法を使ったりしたこ

を高められるよう がないやり方を探して試す方法を とで面白い音楽になったこ

にしました。 使う姿が見られました。 とを価値付けました。

○20分間の自由な時間に子供たちは取り組む方法を選択して、自己調整しながら課題解決に向かうことができていた。途

成果と 中でいくつかのグループから、見付けた工夫を学級全体に紹介する場面もあり、それを取り入れて試す姿も見られた。

課題 ▲「やってみようシート」を十分に活用していない子供も見られた。シートの中で本時に関わる部分だけを拡大したり、

文字だけでなく写真や絵を使ったりするなど、視認性を高めることでさらに活用させることができたのではないか。


